
 
 
 
 
 
 
 

 

教材・教具を大切にすること 

                         校長  近藤 克代  

日本には、春夏秋冬の四季があり、その季節に応じた情景や食を

楽しみながら時の流れを感じることができるはずですが…。今年の

「秋」は、だいぶ奥手だったのかもしれません。最近は、ようやく

晩秋らしくなり、冬支度をはじめる気候になってきました。１２月

に入ると、間もなく終わる２学期のまとめと並行に、令和６年度の

計画を考えていく時期となります。「師走（しわす）」と読んで字の

ごとく、学校（教師・職員）は、慌ただしい一日を過ごしますが、その慌ただしさの中にも、

一年を無事に締めくくり、迎える新しい年もより充実した学校生活となるようにとワクワク

しながら考え、計画する楽しみも「師走（しわす）」ならではかもしれません。 

さて、左上の写真は、３年生が使用している教科書です。先日、学習の成果を測る第３回

定期テストが１１月２１・２２日に実施されました。定期テストの内容は、授業の内容が中

心に出題されるので、教科書を何度も見直しをするなど、テストのための学習に十分活用し

たと思います。考えてみれば、人は様々な学び（学習や経験）を通して成長していきますが、

果たして「成長」という目標を定めたとすれば、その目標が達成する時まで、いったい何冊

の教科書や参考書を活用することとなるのでしょう。時折、授業の様子をのぞいてみると、

教科書に付箋をしながらメモを記している生徒や、重要事項と感じた部分にマーカー等で記

しを付けたりと、教科書を自分の大事な学習用具の一つとして大切に扱っている生徒の姿が

多くみられます。そして、一時間一時間の授業を大事にしている様子（学習態度）も、教科

書の使用の仕方から垣間見えることができるのです。 

各学校は実態に応じた学習等に関する研修を実施してい

ます。本校は「生徒の意欲・関心を高め、生徒の主体性を引

き出す授業～探究的に学んでいく生徒の育成を目指して

～」を校内研修のテーマとしてます。この研究を進めるにあ

たり、生徒へ学習に関するアンケートを行いました。２４項

目の内、右の結果は『面白さ、楽しさ』についての調査項目です。生徒は自分の興味のある

分野であれば、知的好奇心が刺激され、新しい知識を取り入れたいという欲求から勉強が楽

しいと感じるようになり、「もっと勉強したい」と思うようになると分析できました。 

授業で教科書等の学習用具を活用しながら、今しかできない学びができるよう、私たちは

研修を重ねています。そして更に学習意欲が高められるよう、新しい年を迎える準備の一つ

として２学期に学習した内容を家庭でも見直し、良い年を迎えてほしいと願っております。 
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